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1 .はじめに

愛知県三河地域は我が国でも有数の産業が集積しており、近い将来、東海・東南海地震といった大地震が発

生した場合、多大な死者と経済損失の発生が危慎される。構造物の被害や人的被害の軽減等、今後の地震対策強

このt也しかしながら、化ためにも構造物の耐震安全性の検討・被害予測などに強震動予測は必要不可欠である。

域における強震動予測を行う際に必要な 3次元地下構造モデルは未だ十分とは言えない。本研究は、三河地域

レシーバー関数法を用いた多地点を中心に展開している地震観測網 (Ai-net)において得られた観測記録から、

同時インパージ、ヨンによる三河地域における地下構造の推定を行った。

レシーバー関数による ps-p時間の検出2. 

本研究では図 1に示す 35地点から地震観測網のうち十分な観測記録が蓄積されている 30地点(図中の黒丸)

レシーバー関数の算出には表 1に示す 7地震を使用した。各観測点におけるレシーバー関

数は次式により算出できる 1)2)。

を解析対象とした。
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のフーリエスペクトル、 FVn (ω)は上下動のフーリエスペクトルで

表 l 解析に用いた地震の諸元
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ここに、 Fhn (ω)は水平動 (Radial成分)

あり、 Nは地震の総数である。
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部分は図 2に示すように AICを用いることにより検

出を行った。得られた解析結果の一例として、図 3に

AIN019地点におけるレシーバー関数を示す。図 3よ

レシー

解析区聞は P波初動より約 5秒間とし、 P波初動 NO. Dare 
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バ一関数には1Hz~ 10Hzのバンドパスフィルター-Li型盟立10

り、 ps-p時聞は 0.26秒となっている。なお、
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を施しである。
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AICによる P波初動部分の検出
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図 l 愛知県三河地域における地震観測網と

解析に使用する観測点(黒丸)



3.焼きなまし法による地下構造の同定

各観測点直下の地下構造の同定には観測記録から算

出したレシーバー関数在用いて焼きなまし法 3)を用い

た。同定に用いるレシーバー関数の理論値は次式に示す

HASKELL法 4)によるインパルス応答によって算出した。

1 100 Gs (ω) _iOJt J 
RF(t)=-ld  

2Jrι∞Gp(ω) 
-・ (2)

ここに、Gs(ω)はS波によるインパルス応答(伝達関数)、

Gp (ω)はP波によるインパルス応答で、ある。

すべての観測点を用いた多点同時インパージョンで

は、焼きなまし法による地下構造の同定を行う。なお、

初期モデ、ルは図 lに示す kik-net観測点 (AICH04)を用

いた。探索パラメータは Vp(p波速度)、 Vs(S波速度)
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図 3 AIN019におけるレシーバー関数

およびH(層厚) とし、探索範囲は Vpおよび Vsでは初期値i:20%、日では初期値士 90%とした。ここで、

VpおよびVsは全観測地点で共通であり、 Hのみ各観測地点で固有のものとした。また、 Q値はそれぞれ Qp二

Vp/15および Qs= Vs/15とした。地下構造の同定における評価関数Emは次式により与えられる。

E =土刺工す剥|阿R.F.C(tο仇tι小n
m M f土告三当引f1|JN ¥V 1 f台士雪引7引| σ(tl1) 11 -・ (3)

ここに、R.F.C(tn) はレシーバー関数(理論値)、R.F.O(tn) レシーバー関数(観測値)、 o (tn) は標準偏差であり、

Nはデータ数、 Mは観測点数である。図 4Iこ同定結果の一例として AIN019における観測記録から算出したレ

シーパー関数(観測値) と同定結果によるレシーバー関数(理論値) との比較を示す。図 4が示すように両者

の整合性は概ね良好である。
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図4 各観測地点におけるレシーバー関数の同定結果
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これにより、三河地域における地下構多点同時インパージョンによる各観測地点の速度構造を図 5に示す。

造は 5層の堆積層と地震基盤からなる速度構造モデルが得られた。
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多点同時インパージョンにより得られた各観測地点における速度構造図5

まとめ4. 

本研究では三河地域において地震観測 (Ai-net)を実施し、得られた観測記録からレシーバー関数法そ用いて

焼きなまし法による多地点同時インパージョンから、三河地域における地下構造の推定を行った。今後は地震動

シミュレーションによる、三河地域における 3次元地下構造モデ、ルの構築を行う予定である。
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